
反原発運動45年史

時代区分 年 推進の動き 反対の動き 事故など

1954 初の原子力予算 ビキニ水爆実験

2955 原子力基本法公布 EBR-1炉心溶融

1956
原子力委員会発足

日本原子力研究所・原子燃料公社設立

1957

原子炉等規制法公布

JRR-1臨界

日本原子力発電設立

宇治市議会が関西共同原子炉反対決議

高槻市、交野町、四条畷町でも反対

ウラルの核惨事

ウィンズケール炉燃料溶融事故

1958

1959

1960

1961 原子力損害賠償法公布

1962

1963 動力試験炉JPDR初発電

1964 南島町議会が芦浜原発反対決議

1965

1966 東海原発営業運転開始 衆院特別委の芦浜視察実力阻止

1967 動力炉・核燃料開発事業団設立

1968

1969
原水禁、初の反原発活動者会議

「全国原子力科学技術者連合」結成

1970 敦賀1号、美浜1号営業運転開始

1971 福島第一1号営業運転開始 岩佐嘉寿幸さん、敦賀原発で被曝

1972

1973
伊方1号、東海第二訴訟提訴

三菱大宮の臨界実験装置撤去

第一次石油危機

1974

電源三法公布

原発PR広告スタート

電産中国、島根原発正門ピケ封鎖

「むつ」出港阻止行動

『自主講座』原発特集

むつ放射線漏れ

1975

原子力行政懇談会中間報告 京都市で初の反原発全国集会

原子力資料情報室設立

島根原発核燃料搬入阻止行動

1976 3県知事提言 東海再処理工場反対現地集会

1977 「反原子力の日』「反原子力週間」スタート

1978

原子力安全委員会発足 『はんげんぱつ新聞』創刊

豊北町で反原発町長誕生

柏崎原発用地松林伐採攻防

電産中国の5県支部が初の反原発スト

1979
通産省徹夜交渉

学術シンポ抗議行動

第2次石油危機

スリーマイル島原発炉心溶融事故

1980

「公開ヒアリング」始まる

日本原燃サービス発足

高速炉エンジニアリングサービス発足

「公開ヒアリング」反対から阻止行動へ

第1回核燃料輸送反対全国交流集会

放射性廃棄物海洋投棄反対

1981 東海再処理工場本格運転入り 浜岡からフランスへの使用済燃料搬出抗議 敦賀原発放射性廃液流出事故

1982 広島、東京、大阪で反核集会

1983 島根2号「公開ヒアリング」参加

1984 電事連が六ヶ所核燃施設申し入れ

1985 六ヶ所核燃施設立地基本協定

1986 六ヶ所海洋調査阻止行動 チェルノブイリ原発暴走事故

1987 熊野市議会原発拒否決議

1988

伊方2号出力調整抗議

原発止めよう2万人行動

窪川、日高、日置川で原発計画阻止

泊核燃料搬入阻止行動

汚染食品輸入

1989
珠洲原発事前調査阻止で市庁舎泊り込み

参院選に「原発いらない人びと」

福島第二3号再循環ポンプ破損事故

総評解散、連合発足

1990
脱原発法請願署名スタート

岡山で高レベル廃棄物拒否条例制定請願

1991
湯原町で全国初の高レベル持ち込み拒否条例

六ヶ所濃縮工場へのウラン初搬入抗議

美浜2号蒸気発生器細管破断事故

1992 志賀町民自主避難訓練

1993
「あかつき丸」入港抗議

第1回「ノーニュークス・アジアフォーラム」

前史20年

運動の全国化

事故の衝撃

脱原発への飛躍

安全神話の崩壊



1994

1995
新型転換炉実証炉計画中止 阪神淡路大震災

もんじゅナトリウム火災事故

1996 巻町原発計画住民投票

1997 政府、3県にプルサーマル協力要請 東海廃棄物固化施設火災爆発事故

1998 動燃解散、核燃機構に衣替え

1999 JCO臨界事故

2000 高レベル廃棄物処分法成立 芦浜原発計画撤回

2001
中央省庁再編 刈羽村プルサーマル計画住民投票

海山町原発計画住民投票

2002 東電トラブル隠し発覚

2003
もんじゅ許可無効確認判決

珠洲原発計画「凍結」、巻原発計画撤回

2004 六ヶ所再処理工場ウラン試験入り 美浜3号配管破断事故

2005 原子力機構発足

2006
六ヶ所再処理工場アクティブ試験入り 久美浜原発計画撤回

志賀2号差し止め判決

2007 東洋町高レベル処分候補地応募問題 新潟県中越沖地震

2008 浜岡1、2号廃止決定

2009 上関原発計画地海面埋め立て阻止行動

2010

2011
浜岡3～5号一時停止要請 九電前、経産省前テント設置 東日本大震災

福島第一炉心溶融水素爆発事故

2012
原子力規制委員会発足 「さようなら原発」17万人集会

東電元会長ら告訴

全原発停止2ヵ月

2013 原子力市民委員会設立 全原発停止2年

2014 大飯3、4号差し止め判決

2015 敦賀1号など5基廃止、以下続々 高浜3、4号差し止め仮処分

2016
高浜3、4号差し止め仮処分

もんじゅ廃止

2017 「科学的特性マップ」公表。 伊方3号差し止め仮処分

2018 原発ゼロ基本法案提出

2019 原発マネー還流発覚

2020 伊方3号差し止め仮処分

建設が阻止された原発
北海道浜益、大成、岩手県久慈、田野畑、田老、福島県浪江小高、新潟県巻、石川県珠洲、福井県小浜、もんじゅ、三重県芦浜、長浜、海山、熊野、

和歌山県那智勝浦、古座、日置川、日高、京都府久美浜、兵庫県御津、香住、浜坂、鳥取県青谷、山口県田万川、萩、豊北、徳島県阿南、

高知県窪川、大分県蒲江、熊本県天草、宮崎県串間

新たな時代状況

さようなら原発

安全神話の崩壊


